






※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

※医学生と先生の学年・所属は、取材または寄稿当時のものです。

Group

MyFF（Medical Youth Fingertip Forum）は、こ
れまでに存在してこなかった、「医学生の声を
集めて経時的に追跡し、医学教育に反映する
仕組み」を作るために2020年1月に発足しま
した。現在、日本医師会や日本医学教育学会、
厚生労働省、文部科学省などに医学生の声を
届け、実際の医学教育や政策・制度を変える働
きかけを行うことを目指して、有志の医学生ら11
人で活動しています。この取り組みの第一弾とし
て、2020年4月12日（日）～ 2020年4月24
日（金）に全国の医学生を対象としたオンライン
アンケート調査を行いました。この記事では、ア
ンケート結果の一部とMyFFの活動についてご
紹介します。

〇第１回アンケート結果
新型コロナウイルス感染症の拡大による生活面・
学習面等に生じた様々な変化について、全国の
医学生2,443名の回答を得ることができました。
回答・拡散に協力してくださった皆さん、ありが
とうございました。
分析の結果、様々なことが明らかになりました。
その一部をご紹介します。さらに詳しい結果につ
いては、MyFFのホームページをご覧ください。

MyFFは第２回のアンケートも企画しており、今
後これらのアンケート結果を「医学生の声」とし
て医学教育に反映させることを目指して活動を続
けます。

〇MyFFの活動形態と参加募集
MyFFでは、LINE公式アカウントを通じて全国
の医学生にアンケートをお届けし、ご回答いただ
いています。回答は、個人を特定できない形で
統計的に処理し、今後の政策・制度への提言の
ために様々な解析を行っています。分析結果はそ
の都度MyFFホームページにて公開しております。
現在1,120名の医学生にLINE公式アカウントに
登録いただいており、今後も全国にて拡大を続
けていく予定です。
MyFFは、運営サポートの先生方に加え、Director
と称する全国の医学生メンバー 8人が中心となっ
て運営しています。Directorは、組織運営や広報
活動等を担うOperation Team、アンケートの企
画と設計を担うSurvey Team、アンケート結果の
解析を担うAnalysis Teamの三つのチームに分か
れて相互に協力し合いながら活動しています。
現在、各大学にMyFFをさらに広めていただく医
学生メンバー（Coordinator）に続 と々加わって
いただいています。下記の通りまだまだメンバー
を大募集しておりますので、少しでも興味を持っ
てくださった方は、ぜひお問い合わせください。

〇Recruit
MyFFは一緒に活動する医学生を募集しています！
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MyFFでは、医学生のコーディネーターを募集し
ています。全国の医学生の声を集め、しかるべ
き機関に届けるためには、全国の大学の多くの
学年にハブとなる方が必要です。ぜひ一緒に活
動しましょう。
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所属大学の学生LINE等を使ったアンケート回
答依頼
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「他大学の状況を知りたい」「医学生の考えを知
りたい」といった問題意識を持ったときに、ディ
レクターと協議のうえで調査を行うことが可能で
す。調査結果をもとにした発表や発信の活動が
できる場合もあります。
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当団体のWEBサイトにお越しくだ
さい。
�8�&�#: http://myff .jp/

医学教育に医学生の声を
MyFF（Medical Youth Fingertip Forum）
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90％以上の医学生は、三密を避けたり、手
洗い・うがいを励行したりとCOVID-19感染
拡大防止に努めていたこと、感染が拡大して
いた大阪・兵庫、東京・神奈川に居住中・
滞在中の学生は特に人との接触を避けていた
ことがわかりました。
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経済的な影響はないと感じている医学生
は1,104 名（45.2%） い る 一 方 で、 経 済
的な影響はあると感じている学生は894名

（36.6%）、そのうち、大いにあると感じてい
る学生は278名（11.4%）でした。　
医学生の不安についての質問項目では、実
習の中でも「臨床実習」「病院実習」に対す
る不安が圧倒的に多い結果で、調査時点で
は実習の中止のみが決まっていて、どのよう
な対応が取られるかわからないことによる不
安が多く見受けられました。
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アンケート調査実施時点で7割近くの回答者
が、何かしらのオンラインによる学習の実施
が予定されていると回答しました。4月時点
でオンライン授業を受けたことがある人のう
ち、74.1％が「オンライン授業の方が学習し

やすい」または「どちらとも言えない」と回答
しました。「オンライン授業の方が学習しやす
い」と答えた医学生の人数は、「対面授業の
方が学習しやすい」と答えた人の1.8倍に上
りました。オンライン授業志向は特に3 ～ 4
年生で顕著に見られました。
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データ整理のボランティアについては、いず
れの学年もおよそ70%以上の学生が「参加
する」と回答しましたが、学年が上がるごとに

「参加しない」と回答した学生の割合が増加
する傾向が見られました。特に5 ～ 6年生で
は他の1～ 4年生に比べて「参加しない」と
した学生が顕著に多く、およそ30％に上りま
した。一方で、公衆衛生業務へのボランティ
アについて学年ごとの分布を見ると、データ
整理のボランティアとは逆に高学年（5 ～ 6
年生）が「参加しない」と回答した割合が最
も少ない結果となりました。
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自由記述で今後の関心について回答を募っ
たところ、「医療情報の発信」「公衆衛生の
勉強」「感染症の勉強」への関心が高いこと
がわかりました。低学年ほど情報発信に関心
が向き、一方で高学年ほど、自分の勉強に
関心が向いているという傾向が確認されまし
た。また、社会に向けて発信したいことがあ
るかという自由記述の設問に対して、学生ボ
ランティア等に言及した意見も散見され、「非
常時において、何かできるのならば何かした
い」と述べる学生がいた一方で、責任能力の
点などから慎重な対応を促す声もありました。
また、少数ながら「実習ができないのであれ
ば、１年留年してでも実習をしたい」と述べ
る学生も存在しました。
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※医学生の学年は寄稿当時のものです。41



野島 大輔

小久保 美央
No.27

高校生の時にアメリカに留学。
留学中にメキシコを訪れた際の
経験などから、医師を志すよう
になる。大学入学後も、フランス・
イギリス・アメリカに留学し、視
野を広げてきた。大学のESS
部では、これまでよりも留学生
の受け入れ人数を増やすことに
尽力した。また、予防医療に
関する活動も行っている。

小久保 美央
（杏林大学６年）

profile

野
島
（
以
下
、
野
）：
小
久
保
さ
ん
と

の
出
会
い
は
、
僕
が
I
F
M
S
A
*で

留
学
を
管
轄
す
る
役
職
を
務
め
て
い

た
時
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
報
告
を
依

頼
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。

同
じ
よ
う
な
留
学
経
験
が
あ
る
小
久

保
さ
ん
に
は
、
話
す
う
ち
に
シ
ン
パ

シ
ー
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
久
保
（
以
下
、
小
）：
野
島
さ
ん

は
話
し
や
す
く
て
人
の
バ
リ
ア
を
す

ぐ
解
く
方
と
い
う
印
象
で
し
た
。
他

学
部
を
卒
業
後
に
医
学
部
に
入
っ
た

こ
と
を
知
り
、
強
い
信
念
が
あ
る
方

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

野
：
両
親
が
医
師
な
の
で
医
学
部
に

興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、
思
春
期
は

海
外
へ
の
憧
れ
の
ほ
う
が
強
か
っ
た

ん
で
す
。
ま
ず
は
英
語
を
学
ぼ
う
と
、

高
校
時
代
に
１
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
早
稲
田
大

学
の
国
際
教
養
学
部
で
学
び
、
在

学
中
に
は
海
外
で
仕
事
を
す
る
と
い

う
夢
も
叶
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
や
は
り
医
学
部
に
行
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
何
度
も
湧
き
上
が

り
、
卒
業
後
に
受
験
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
ん
で
す
。
医
学
部
を
諦
め
な

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、
同
じ
医
学
生
が
描
き
出
す
こ
の
企
画
。

今
回
は
対
談
形
式
で
お
送
り
し
ま
す
。

*IFMSA…International Federation of Medical Students’ Associations（国際医学生連盟）。日本支部としてIFMSA-Japanがある。 42



※医学生の学年は取材当時のものです。

早稲田大学国際教養学部卒業。
早大時代、アメリカ在住の日本
人作曲家のマネジメント業に携わ
る。自身のアメリカ留学経験を
活かし、IFMSA-Japanにて医学
生留学の運営に従事、2年間理
事を務める。5 年次にはウガン
ダ共和国マケレレ大学病院小児
科へ短期留学。現在、Doctors’ 
Styleの学生幹事を務めている。

野島 大輔
（獨協医科大学６年）

profile

か
っ
た
の
は
、
医
師
ほ
ど
誰
か
の
生

活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
仕

事
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

た
、
母
が
子
育
て
後
に
医
師
と
し
て

再
び
学
ぶ
姿
を
見
て
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
成
長
で
き
る
仕
事
だ
と
感
じ

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

小
：
私
は
将
来
、
得
意
な
英
語
を
使

っ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
医
師
は
資
格
職

な
の
で
意
外
と
働
く
国
が
限
定
さ
れ

る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

し
が
ら
み
を
超
え
て
新
し
い
働
き
方

が
で
き
な
い
か
模
索
中
な
の
で
す
が
、

野
島
さ
ん
は
今
後
英
語
を
活
か
し
て

ど
ん
な
働
き
方
を
し
た
い
で
す
か
？

野
：
現
在
関
心
が
あ
る
の
は
、
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
産
業
医
療
で
す
。

こ
れ
か
ら
日
本
で
は
外
国
人
雇
用

が
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

日
本
を
支
え
る
外
国
の
方
々
が
健
や

か
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
困
っ
た
と

き
に
は
頼
れ
る
場
所
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
臨
床
に
携
わ
り

な
が
ら
、
皆
が
見
落
と
し
が
ち
な
マ

イ
ナ
ー
な
需
要
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

小
久
保
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

小
：
私
は
、
目
の
前
の
患
者
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
で
物
事

を
捉
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
予
防
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ら
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発
展
さ
せ
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
、
法
人
を
立
ち
上

げ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
日
本
に

ま
ず
は
貢
献
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
：
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
み
な
が
ら
も
、
外
の
世
界
へ

の
関
心
は
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
よ

ね
。
と
い
う
の
も
、
医
学
生
の
日
常

は
医
学
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
完

結
し
が
ち
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
僕
は

危
機
感
を
持
っ
て
学
外
に
出
た
し
、

I
F
M
S
A
の
活
動
を
通
じ
て
大
学

に
留
学
の
枠
を
作
っ
た
り
も
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て

周
り
の
医
学
生
の
視
野
や
選
択
肢
を

広
げ
る
こ
と
が
、
再
受
験
の
自
分
に

と
っ
て
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
：
私
も
、
将
来
医
師
に
な
る
と
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
学
生
の
う

ち
に
色
々
な
人
の
生
活
を
見
た
い
と

思
い
、
海
外
に
行
っ
た
り
ア
ル
バ
イ

ト
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
医
療
は

ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
分
野
だ
か
ら
か
、

医
学
生
も
完
璧
を
求
め
て
尻
込
み
し

が
ち
だ
け
れ
ど
、
学
生
だ
か
ら
こ
そ

挑
戦
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

野
：
僕
は
こ
こ
ま
で
紆
余
曲
折
を
経

て
き
た
か
ら
か
、
レ
ー
ル
を
外
れ
る

こ
と
へ
の
恐
怖
心
が
な
い
し
、
む
し

ろ
他
の
人
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
時
の
ほ
う
が
「
生
き
て
る
」

と
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
で
す
ね
。

小
：
私
も
で
す
！　

自
分
で
選
び
取

る
人
生
の
ほ
う
が
楽
し
く
て
健
康
的

だ
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
湧
き
ま

す
よ
ね
。
求
め
れ
ば
機
会
は
得
ら
れ

る
の
だ
か
ら
、
皆
に
も
色
ん
な
経
験

を
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
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